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行政視察報告 鈴木 潔他５人 

 平成２９年１１月９日から１０日にかけて沖縄県糸満市の庁舎建替えにつ

いて・沖縄県西原町の新庁舎建設に至った経緯について・沖縄県那覇市の議場

の使用について、の視察について順次ご報告申し上げます。 

 

初めに糸満市についてご報告いたします。 

Ⅰ、建設に至る経緯 

糸満市の庁舎建設事業計画の背景については、県の南部地域の主要幹線である

国道３３１号線の交通渋滞緩和と同地域の振興開発のために「国道３３１号バ

イパス建設事業」が平成２年に国で事業採択され、その道路線上に位置してい

た旧庁舎が移転を余儀なくされたことによる。 

 

２、建築概要 

① 敷地面積：１３，８４４㎡(４，１８７坪) 

② 延床面積：１５，４３４㎡(４，６６８坪) 

③ 建築面積： ６，１４３㎡(１，８５８坪) 

④ 構  造：鉄筋コンクリート造り 一部ＰＣ工法 

⑤ 駐 車 場:１１７台 ❉身障者用５台(内２台は雨に濡れない箇所に設置) 

⑥ 工  期：平成１２年１０月２３日～平成１４年３月３１日 

       新庁舎での業務開始 平成１４年５月７日 

 

※ 総事業費 約５６億７千３００万円 

内訳  一般財源   ３８億４千６００万円・内移転補償費２２億円国より 

地方債    １０億９千２００万円 

    ＮＥＤＯ助成金 ２億４千３００万円・新エネルギー 

    負担金     ４億９千２００万円・水道部、土地開発公社 

❉太陽光発電設備設置費４億５千万円・ＮＥＤＯ助成金含む 

 

 しかし太陽光発電の設置について庁内プロジェクトの予算関係により、当時

日本製が割高の為予算内のドイツ製を採用したところ、ＡＣアレイ盤改修・太

陽光で発電された電気を直流から交流への交換や絶縁機能等を兼ね備えた装

置、(パワーコンディショナー)、ＡＣアレイ盤改修(ＩＰＭ)・インバーター内

の部品で直流を交流へ変換し、過電圧等の異常を感知する部品、太陽光パネル

の破損のメンテナンス費用として、平成１９年から平成２８年度までに約３，

３２０万円がかかってしまいました。また、これだけの庁舎を建築しながら会
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議室が足りない為大変苦闘をしているとの事でした。 

 こうしたお話を聞き我が志木市においても、しかるべき処には予算を惜しま

ず投入することだと痛感しました。市と、庁舎建設プロジェクトチームと、議

会とがしっかりと意見交換をすることだと感じた。 

 

   

 

                  

  

 糸満市役所 

すだれ状に日よけを取り入れそこに太陽光パネルを設置した。 

 

 次に、沖縄県西原町の新庁舎建設に至った経緯についてご報告いたします。 

旧庁舎は昭和４３年の建築から４６年を経過し、著しい老朽化による安全と

維持管理面や耐震性の問題、事務量の増大による庁舎の分散化、待合スペース

の狭隘等により、住民サービスの面で不便をきたし、新庁舎の建設が長年の懸

案であった。 

昭和６１年２月に西原町役場庁舎検討委員会初会合、平成２１年５月公共施

設ゾーン(字与那城)にまちづくり交付金を活用して複合施設で建設を進める

ことを決定したとの事です。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526446942/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cubmlob25zZWtrZWkuY28uanAvd3AtY29udGVudC91cGxvYWRzLzIwMTYvMDkvJUU3JUIzJUI4JUU2JUJBJTgwJUU1JUJBJTgxJUU4JTg4JThFJUVGJUJDJThEJUU1JUE0JTk2JUU4JUE2JUIzLmpwZw--/RS=^ADBRjJuil2dgYtmkVKZBhTw4vaLPVU-;_ylt=A2RinFzdafpaTyAAMwaU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526447964/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ZhbmJsb2dzLmpwL2dlc3Rob3VzZS9maWxlL2ltYWdlL0lNR18yMDE2MTIyMV8xMzUyMzYuanBn/RS=^ADBgi5LwbgbmY550XniEq_QzkKx9oY-;_ylt=A2RinFHcbfpa90YAhiGU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526447964/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ZhbmJsb2dzLmpwL2dlc3Rob3VzZS9maWxlL2ltYWdlL0lNR18yMDE2MTIyMV8xMzUyMzYuanBn/RS=^ADBgi5LwbgbmY550XniEq_QzkKx9oY-;_ylt=A2RinFHcbfpa90YAhiGU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526534526/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5jaXR5Lml0b21hbi5sZy5qcC9kb2NzLzIwMTMwMjAxMDQ1MzMvZmlsZXMvbmV3X29mZmljZTEuanBn/RS=^ADB6odWz9bS.saJFevZPJFpDbGPFKY-;_ylt=A2RCA9f9v_taIygAYwGU3uV7
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建築概要 

① 用  途  庁舎(庁舎、地域防災センター、町民ホール、保健センター) 

② 敷地面積  14,303.7㎡ 

③ 建築面積  4,657.5㎡ 

④ 延床面積  8,205.9㎡ 

⑤ 構  造  鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造、(基礎免震) 

⑥ 駐 車 場  自動車(一般)約 310台・自動車(公用車)約 40 台 

⑦ 駐 輪 場  自転車・バイク 約３０台 

⑧ 非常用発電機 3日分 経由 6,000ℓ 

⑨ 工 期  平成２４年９月～平成２６年２月 

 

 

※総事業費：約３７億円(調査・設計・用地。補償費含む)建築費約 28億円 

財源内訳：総事業費 3,719,068千円(100.00%) 

まちづくり交付金 855,249 千円(23.00%) 

基  金 700,300 千円(18.83%) 

起  債 2,163,000円(58.16%) 

     一般財源 519千円(0.01%) 

 

 西原町の庁舎は複合施設としており、庁舎・さわふじ未来ホール・保健セン

ター・地域防災センター等からなり、平日でもホール、健康センタ等利用者が

多数来ることにより約３１０台の駐車場では足りない場合が起きた。 

そのため新たに駐車場の確保を余儀なくかされたとの事でした。 

志木市新庁舎計画では駐車場が一般 100 台ですので、一階に市民ホール(100

名)を設けているので駐車場が大変心配にと思いますので、しっかり詰めてい

ただきたく思います。 

  
   西原新庁舎                  町民交流センター 

      

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526963153/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy50b3duLm5pc2hpaGFyYS5va2luYXdhLmpwL2VsZWN0aW9uL2ltZy95YWt1YmEuanBn/RS=^ADBcDES9DgQSGBbu9o7qdTDJ4RKajE-;_ylt=A2RimV1RSgJb1h8AJhuU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526963343/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5iaXplbi1va2luYXdhLmpwL3dwLWNvbnRlbnQvdXBsb2Fkcy85Njk1MDAzMC01OTB4MzkzLmpwZw--/RS=^ADB83YlYONfnJN.RGWE7nTq3IbkRaM-;_ylt=A2RiouIPSwJb3QEAUEqU3uV7
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次に沖縄県那覇市の議場の使用について 

Ⅰ、議場の多目的使用について 

２、議場設備について 

３、議会部門フロアー(議場含む)見学希望について等を視察いたしました。 

  

   

旧庁舎議場             新庁舎議場(市章のような円形) 

   

大型スクリーン６０×３面合わせ 

 

那覇市では昭和４０年９月に旧庁舎が完成し移転する。 

平成１８年１１月に新庁舎建設方針を表明し、平成１９年３月に新庁舎建設

に関する調査特別委員会を設置し、参考人意見聴取を行った。 

琉球大学教育学部教授 島袋 純氏は「１９９８年に議会が復活したスコッ

トランドでは、議員同士が向き合い出来る配置」・「市民に身近な市民に開かれ

た・市民が誇れる議会を造ってもらいたい」とのご意見をいただく。 

もうお一人の沖縄国際大学産業情報学部教授 富川盛武氏は、市民に開かれ

た議事堂を建設する為の提言「市民に対しガラス張りでバリアフリーの議会

(先進例として、鈴鹿市議会の車イス対応・大型スクリーン)」の導入のご意見

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526965089/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5jaXR5Lm5haGEub2tpbmF3YS5qcC9naWthaS9pbWcvZ2lqaWRvdS5qcGc-/RS=^ADBa2ZoL2NKZnQrGB7J_nwWycHIXEM-;_ylt=A2RiouLhUQJbl1gA6BKU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526965089/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2xpdmVkb29yLmJsb2dpbWcuanAvYXlha29fc3V6dWtpL2ltZ3MvMy9mLzNmYmRkNmY0LmpwZw--/RS=^ADBc2E5Q3DCQpdbvjuJXk8Ulz.ytR4-;_ylt=A2RiouLhUQJbl1gA2hKU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526982747/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltZzA0LnRpLWRhLm5ldC91c3Ivdy9hL2svd2FrYXNhODY3L3NwLTA0MzcxOTIwMHMxNTIyMjIyOTkxLmpwZw--/RS=^ADBenDKPxJ_vDuk4CuAz_vHd3n2ce4-;_ylt=A2RivczblgJbqFMAUhuU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1526982746/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly8wMzBiNDZkZjMwMzc5ZTBiZjkzMDc4M2JlYTdjODY0OS5jZG5leHQuc3RyZWFtLm5lLmpwL2FyY2hpdmVzLzAwMi8yMDE3MDcvMmZhYmVjOTBlNGY1NzY4NmEzM2JjZTA2ZjQ0MTA5NGEuanBn/RS=^ADBCNC1ZlkoZX4UHy.j.ep7aDyAxrE-;_ylt=A2RiolzalgJb.SMA7ASU3uV7
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をいただく。 

両氏のご意見をふまえ、特別委員会では先進地視察を実施した。 

◯バリアフリー化(議席、傍聴席の車イス対応) 

◯対面式議場(豊田市、鈴鹿市) 

◯議場内スクリーン設置(鈴鹿市) 

  

平成１９年８月に新庁舎建設に関する要請決議を可決する。 

議事堂についての考え方 

① 議事堂の位置についは可能な限り市民になじんだ現行階に位置すること

が望ましい。 

② 議場については、現行の大きさや形式を維持しつつ、今後の議会改革に対

応できるものとする事と、傍聴席は、市民が入りやすく、議場の様子が分

かりやすい配置とすることとした。 

 

平成２０年１２月に新庁舎基本・実施設計に着手した。 

平成２１年９月仮庁舎完成、仮移転した。 

平成２２年６月に新庁舎建設工事に着手した。 

平成２２年６月に議場円形配置案の提案、平成２２年７月に円形配置案に議

会が同意した。 

平成２４年１２月に新庁舎完成、本移転した。 

平成２５年１月に新庁舎供用開始となる。 

 

円形議場配置案の提案は、那覇市の市章を模した円形の配置案とした。 

また大型スクリーンは６０インチ×３面合わせの大きさで傍聴者にも見やす

い大きさを採用した。 

 

 志木市においても新庁舎の建設には宮川盛武教授が言われるように、市民

に対しガラス張りでバリアフリーの議会、先進例の車イス対応・大型スクリ

ーン等の導入は是非とも必要と感じた。 

 

以上報告いたします。 

 

 

 

       

 


